
水性ホワイトシーラー

各上塗り材は使用直前

（工程ごと）に必ず3分

以上、撹拌機(低速

回転)で撹拌してから

塗布してください。

2020-04 本書は2020年4月時点の情報を基に作成しております。

※スレート、カラーベスト、コロニアルについては、溶剤系下塗りを推奨致しております。水性ホワイトシーラーを使用する場合は、下地との付着を確認してからにしてください。

荷姿 塗布面積
(1工程あたり) 内容 系統

14 kg / 缶
4 kg / 缶

14 kg / 缶
4 kg / 缶

90 ㎡ / 缶
25 ㎡ / 缶

90 ㎡ / 缶
25 ㎡ / 缶

フッ素樹脂

アクリルシリコン樹脂

1液
水系

14 kg / 缶
4 kg / 缶

90 ㎡ / 缶
25 ㎡ / 缶 変性アクリルシリコン樹脂 1液

水系

14 kg / 缶 90 ㎡ / 缶 アクリル樹脂 1液
水系

製品名

プロクール Si

プロクール A

プロクール F

専用中塗り材︓ プロクールF 中塗り

荷姿 塗布面積
(1工程あたり) 内容 系統

屋根用 12 kg / 缶 40 ㎡ / 缶 アクリル樹脂断熱性塗材 1液
水系

鋼板屋根
防水用 18 kg / 缶 36～60 ㎡ / 缶 アクリルゴム塗膜防水材 1液

水系

製品名

断熱パワールーフ

バリストップ

エシカルプロクール

防水用 備考
弱溶剤

プライマー エポ
アクア
サビノン

エシカル
プライマーJ *

弱溶剤
クールシーラー

水性ホワイト
シーラー ソフトウォール 断熱

ソフトウォール
マルチ

プライマーEP
鉄骨 2種～3種ケレン ● ● ● - - - - -
鋼板 2種～3種ケレン ● ● ● - - - - -
トタン 2種～3種ケレン ● ● ● - - - - -
電気亜鉛メッキ鋼板 2種ケレン ● - ● - - - - -
ステンレス鋼板 2種ケレン ● - ● - - - - ●
アルミニウム板 2種ケレン ● - ● - - - - ●
ケイ酸カルシウム板 ケイカル板・天井ボード - - - - ● ● 密度0.8以上
プレキャストコンクリート部材 PC板 - - - ● - ●
コンクリートブロック - - - ● ● ●
ALCパネル - - - ● ● -
石膏・スレートボード 天井ボード - - - ● ● ●
打ち放しコンクリート RC、SRC - - - ● ● ●
セメントモルタル RC、SRC - - - ● ● ●
窯業系サイディングボード - - - ● ● ●
スレート、カラーベスト、コロニアル フレキシブル板 - - - ● ●※ ●
石綿スレート アスベスト入り板 - - - ● - ●
アスファルト防水 2種～3種ケレン - - - - - - - ● (注1)
塩ビ・シート防水 2種～3種ケレン - - - - - - - ● (注1)
ウレタン防水 2種～3種ケレン - - - - - - - ● (注1)
FRP防水 2種～3種ケレン - - - - - - - ● (注1) (注2)

* JIS仕様

防
水

改修下地 一般名と処置
下地調整剤

金
属
系

非
金
属
系

壁用・微弾性
(適用下地)
・各種旧塗膜
・コンクリート
・セメントモルタル

荷姿 塗布面積
(1工程あたり) 内容 系統

16 kg / 缶 53～123 ㎡ / 缶 変性エポキシ樹脂 1液
弱溶剤

16 kg / 缶 105～140 ㎡ / 缶 1液反応硬化型
エポキシ変性アクリル樹脂

1液
水系

16 kg / ｾｯﾄ 95～114 ㎡ / 缶 2液速乾弱溶剤形
変性エポキシ樹脂

2液
弱溶剤

屋根
壁 弱溶剤クールシーラー 14 kg / 缶 82～140 ㎡ / 缶 遮熱用エポキシ樹脂 1液

弱溶剤

屋根
壁 水性ホワイトシーラー 15 kg / 缶 80～150 ㎡ / 缶 カチオン系アクリル樹脂 1液

水系

壁 ソフトウォール 16 kg / 缶 10～53 ㎡ / 缶
*塗装方法により異なります

可とう形改修塗材E 1液
水系

壁 断熱ソフトウォール 12 kg / 缶 12～24 ㎡ / 缶 断熱性可とう形改修塗材E 1液
水系

16 kg / ｾｯﾄ 100～123 ㎡ / 缶 2液反応硬化型エポキシ樹脂 2液
強溶剤

16 kg / 缶
4 kg / 缶 - エポキシ系シンナー 溶剤

金
属
用

弱溶剤プライマー エポ

アクアサビノン

エシカルプライマーJ
主剤14.4kg 硬化剤1.6kg

製品名

非
金
属
用

防水用

マルチプライマーEP
主剤11.2kg　硬化剤4.8kg

マルチプライマーEP
希釈専用シンナー



への塗装

への塗装

への塗装

◇強錆用 JIS 仕様の場合の下地材︓エシカルプライマー J　(2 液弱溶剤 ) 0.14 ～ 0.17kg/m2/ 回　塗装間隔 4h 以上 7 日以内　塗料用シンナー 0 ～ 10％希釈

◇オール水系の場合の下地材︓アクアサビノン (1 液水系 ) 0.11 ～ 0.15kg/m2/ 回　塗装間隔 16h 以上 7 日以内　清水 0 ～ 5％希釈

◇オール水系用途の場合の下地材︓水性ホワイトシーラー　(1 液水系 ) 0.1 ～ 0.18kg/m2/ 回　塗装間隔 3h 以上 7 日以内　清水 0 ～ 5％希釈

◇JIS 仕様の場合の下地材︓エシカルシーラー J　(1 液弱溶剤 ) 0.2 ～ 0.8kg/m2/ 回　塗装間隔 4h 以上 7 日以内　無希釈

◇防水層への施工については、 下地によって多様性があるため、 全て要相談です。 必ずご連絡ください。

工程 標準塗布量
(kg / m2 / 回) 塗回数 塗装間隔時間

(23℃) 希釈材 希釈率 塗装方法

下地調整

0.13～0.30 1～2 16時間以上
7日以内

塗料用
シンナー 0～12%

刷毛
ウールローラー
エアレス

上塗り 0.15
2

-----
1+1

3時間以上
7日以内 清水 0～5%

刷毛
ウールローラー
エアレス

下塗り

製品名

・塗装面の付着物(ミルスケール、埃、苔、藻、ごみ等)は高圧洗浄で入念に除去し、十分に乾燥させてください。
・下地処理は2種ケレン以上を行い、油類は溶剤拭きで除去し、サビ、浮き、剥がれ、粉化物等をディスクサンダー、
 ワイヤーホイール等の動力工具及びサンドペーパー、ワイヤーブラシ等の手動工具を併用して周辺部分を含めて
入念に除去してください。

弱溶剤プライマー エポ

プロクールSi / A
----------------------------
プロクールF中塗り+プロクールF

工程 標準塗布量
(kg / m2 / 回) 塗回数 塗装間隔時間

(23℃) 希釈材 希釈率 塗装方法

下地調整

0.1～0.17 1 16時間以上
7日以内 無希釈 -

刷毛
ウールローラー
エアレス

上塗り 0.15
2

-----
1+1

3時間以上
7日以内 清水 0～5%

刷毛
ウールローラー
エアレス

下塗り 弱溶剤クールシーラー

プロクールSi / A
----------------------------
プロクールF中塗り+プロクールF

・粉化物、付着物等は清掃・高圧洗浄し、下地を十分に乾燥させてください。
・旧塗膜の劣化部分は周辺部分を含め除去し、ごみ、粉塵、油分等の付着物をワイヤーブラシ、ウェス、皮すき、
  サンドペーパー等で入念に除去してください。
・下地のひび割れ、傷、不陸、欠損部の修理など補修が必要な箇所は、塗装工事前に実施してください。

製品名

工程 標準塗布量
(kg / m2 / 回) 塗回数 塗装間隔時間

(23℃) 希釈材 希釈率 塗装方法

下地調整

下塗り 0.13～0.16 1 16時間以上
5日以内

専用
シンナー 0～18%

刷毛
ウールローラー
エアレス

上塗り 0.15
2

-----
1+1

3時間以上
7日以内 清水 0～5%

刷毛
ウールローラー
エアレス

製品名

・高圧洗浄でごみ、汚れ、油分等を入念に除去し、下地の種類によって適切な処理を実施してください。
・旧塗膜の浮きや脆弱部分を撤去し、下地は十分に乾燥させてください。
※シルバー塗膜上のレベモル施工の場合、シルバー面を完全にシールするように0.3kg/m2/2回塗りをしてください。

マルチプライマーEP

プロクールSi / A
----------------------------
プロクールF中塗り+プロクールF

工程 標準塗布量
(kg / m2 / 回) 塗回数 塗装間隔時間

(23℃) 希釈材 希釈率 塗装方法

下地調整

下塗り

屋根・
断熱用 断熱パワールーフ 0.3 2 3-4時間以上

7日以内 清水 0～5%
刷毛
ウールローラー
エアレス

金属・
塗膜防水材 バリストップ 0.3～0.5 2 5時間以上

7日以内 清水 0～5%
刷毛
ウールローラー
エアレス

上塗り 0.15
1～2
-----
1+1

3時間以上
7日以内 清水 0～5%

刷毛
ウールローラー
エアレス

製品名

 ・下地の種類によって各素材ごとの標準施工仕様に則り、適切な下地処理・下塗り材塗装を行ってください。

中塗り

プロクールSi / A
----------------------------
プロクールF中塗り+プロクールF

工程 製品名 標準塗布量
(kg / m2 / 回) 塗回数 塗装間隔時間

(23℃) 希釈材 希釈 塗装方法

下地調整

0.5～1.0 1～3 5～16時間以上
7日以内 清水 0～1.2 L 多孔質ローラー

0.5～1.0 1～3 5～16時間以上
7日以内 清水 0.6～1.2 L

吹付(リシンガン)
　口径 4～6㎜
　吹付圧力 0.5～0.6MPa

0.3～0.6 1～2 5時間以上
7日以内 清水 0.9～1.2Ｌ ウールローラー・中毛

0.8～1.5 1 5時間以上
7日以内 清水 0.3～0.9Ｌ 多孔質ローラー

0.7~1.2 1～2 5時間以上
7日以内 清水 0.6～0.9Ｌ

吹付(リシンガン)
　口径 4～6㎜
　吹付圧力 0.5～0.6MPa
エアレス

上塗り
プロクールSi / A
------------------------
プロクールF中塗り+プロクールF

0.15
2

-----
1+1

3時間以上
7日以内 清水 0～5%

刷毛
ウールローラー
エアレス

・ごみ、未硬化セメント粉末、砂じん、油分等の付着物をワイヤーブラシ、ウェス、皮すき、サンドペーパー等で除去し、
  乾燥した清潔な面にしてください。

ソフトウォール

下塗り

断熱ソフトウォール

又は

又は


